
（1）　親子療育の現状と課題
―TEACCH® 早期療育の視点から―
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【背景・目的】親子療育は，1歳6か月健診で発達の
リスクが指摘された子どもとその家族が繋がる最初
の療育の場である．早期発見から診断までの時期に
あたり，母親としては，子どもの行動特性によりわ
が子の行動や気持ちが分かりづらい，子どもへの適
切な対応が難しい，加えて周囲の理解が得られにく
いなどで，日常的な強い育児不安やストレスを感じ
ていると言われている．TEACCH® の考えでは，
療育の初めから親とスタッフが協働していくことが
重視されている．家族自身が子どもを理解し，子ど
もへのかかわり方を知ることが重要といえるが，親
子療育の実態は様々である．そこで親子療育の実態
把握と課題を明らかにすることを目的とした．
【方法】一次調査として A 県内の児童発達支援事
業所，要経過観察児指導教室に質問紙調査を実施し
た．二次調査は調査協力を得られた機関8か所に対
し半構造化インタビューを実施した．
【結果】一次調査：173部発送117部回収（回収率：
67.6％）うち親子療育実施は22か所（20％）であり，

実施が少ない現状が明らかとなった．療育の特徴を
見ると，「家族が同じかかわりを持つ機会」がある
のは26％と少なく，「社会性の発達を促す機会の提
供」については，重要と捉えられているが，実施は
60％にとどまる，ということがあった．
　二次調査：家族との協働の実施率が高い4か所の
スタッフは，インタビューの質問に対し，親を主語
に応えることが多く，親の視点を取り入れているこ
とがうかがえた．
【考察】親子療育の実施が少ない現状は，家族が子
どもを正しく理解する機会の少なさに繋がっていく
のではないかと考えられる．また親子療育実施機関
でも，家族が実際に療育に参加して学ぶ機会の提供
は十分ではない．比較的よく家族との協働を実施し
ている機関は，親を中心とした視点を取り入れてい
ることがみられた．今後，家族の具体的な参加の仕
方を検討していくことが，家族との協働に繋がって
いくのではないかと考えられる．


